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保健福祉局 平成３０年度当初予算（案）の概要 

（重点事務事業） 

 

障 害 福 祉  

 

１ 障害者理解の促進 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けて、障害者等用駐車

区画の適正利用を促進するとともに、市内小学校で障害者自らの体験を語る講話やパラス

ポーツなどの体験学習会を実施する。 

・障害者等用駐車区画専用カラーコーン作成    ２００個 

・福祉講話の開催                年３０回 → 年４０回 

 

２ 発達障害者支援の推進 

発達障害者及び家族への支援の充実を図るため、発達障害者支援センターの人員体制を

強化するとともに、市内の医療従事者に対して、発達障害への対応力向上に資する研修を

実施する。 

  ・発達障害者支援センターの相談・支援職員を増員 ５人 → ６人 

・発達障害者等に関する巡回相談員        ２人の常勤化 

・かかりつけ医等発達障害対応力向上研修の実施 

 

３ 障害者グループホーム整備等助成 

障害者グループホームの整備を促進するため、必要な経費の一部を助成する。 

  ・新築助成     ２か所 

  ・開設準備費助成  ３か所 

 

４ 強度行動障害者支援加算 

強度行動障害者加算の対象事業所について、施設入所支援及び短期入所事業所に加え、

新たに生活介護事業所及びグループホームも対象とする。 

・加算額 生活介護事業所 ２，５００円／人・日 

グループホーム ２，３１０円／人・日 

 

５ 地域生活支援拠点整備 

親亡き後の障害者や障害児への支援体制を構築するため、緊急時の受入れを想定した  

２室の空室確保をモデル事業として実施する。  

 

６ 精神障害による措置入院者等退院後支援 

措置入院から退院した精神障害者の医療の中断や、社会からの孤立を防止するため、医

療機関や障害福祉サービス事業所等と連携し支援体制を構築する。  
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７ ひきこもり地域支援センター設置運営 

ひきこもり状態にある方の早期発見及びアウトリーチ型支援を強化するため、相談員を

増員する。 

・ひきこもり支援職員  ３人 → ４人 

 

８ 依存症者等への支援の推進 

シンポジウム等の啓発活動を行うことで、依存症についての理解を促進し、家族や依存

症者の相談や治療につなげるほか、適切な支援を行うために、医療・福祉サービス従事者

を対象とした研修を実施する。また、依存症関連問題に取り組む民間団体への支援を行う。 

・依存症支援者研修   ０回 → ４回 

・普及啓発  講演会等 １回 → ２回、 リーフレット２万部作成 

・依存症者の家族支援（ミーティング） ６回 → １６回 

・民間支援団体への助成 ２０団体 

 

 

 

 


